
樹薬や樹木を表現した級別壁画は善通寺市内や坂出市

の古墳に　多　確認されてお　淘　その意味の解明が注目

される。

線鄭蘭②翻⑥霊　泉魔鏡嵐　奥壁の壁画群と共に特筆

で　る線刻画が玄室商壁最下段中盤　線刻画⑨招こ　描

かれ等射る。細齢優美を曲線と劾強齢直線で措かれた太

甜徹蓮の濃鬼腐誉ある。奥壁の着樹藍比較』若芸の絵が

措かれた茹樹は一面に測地があるが淘無駄な線や措き鰻

じの線などほ堂　認められな齢。着相戦の線刻にかなり

争慣れた魔物に豊　描かれた豊　である。

武鬼は漁るしげを顔痴海頭部には留か帽子が表現され

て射る。胸元には髭か首飾りもし齢表現　認められる。

また淘腰には㌔環形唇を絞め淘両手は腰の太刀に触れ等射

る。太刀は柄頭が逆三角形に膨らみ淘頭穐太刀か環頭太

刃の豊　を装飾が施された緋であることが判る。左手

の指の間には鍔もじ齢表現　ある。

上着は股竃も齢の高さで直線的に終わ　淘署には裾を

拉肇たズボンを穿　淘恩義には潜か署駄が丸　表現され

等射る。素晴らし齢表現力である。

また淘発見当時の調登では玄室両壁中段の奥壁側と羨

道両壁の開Ⅲ付近の凝滞段にも羞　似た武鬼が措かれ等

0　　　　　　5　　　　　　川棚1

線刻画漣‾、1・

射た芸とが当時の資料から判るが淘現在では樹脂で覆わ　第開閉　玄室両壁濃嵐蘭実測閉⑦

舵等射るため細部の観察は等　を齢。

第調閑＋憲豊海壁濃風儀実測閑②
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②前庭部から羨道部にかけての発掘調査

平成7年度の宮が尾古墳で

の発掘調査は埋没している前

庭部から着手した。調査の目

的は、これまで知られていな

い前庭部から羨道にかけての

遺構や遺物の検出、また開口

部を復元する際の基礎資料を

得ることが目的であった。

まず作業の妨げとなる覆屋

を解体し、崩落している天井

石を除去した。そして前庭部

に調査区を設定し掘削を開始

したところ、羨道から直線的

に延びる幅2m程の平坦な墓

道状の遺構が検出された。

この遺構上の開口部付近に

は壁面から崩落したとみられ

る比較的大きな石材が折り重

なるように堆積しており、石 第39図　宮が尾古墳調査区配置図

材の下からは須恵器片やガラス玉が多数出土した。また、開口部付近で遺構面が強い火で焼け

た部分が確認されたが、この周囲から出土したガラス玉数点が溶けて変形しており、須恵器片

にも焼けて変色したものが認められた。この場所からは人のものと思われる骨片も多数出土し

たが、まだ分析は行っておらず詳細は不明である。

そして、多量の炭化物がここから墓道一帯の遺構面直上に薄く堆積し、数箇所に土器溜りが

認められた。この炭化物はこの焚火により生じたようであるが、石室内部の焚火の跡との関連

も考える必要があるかも知れない。

墓道とみられる前庭部の通路は約4mの

長さを経て古墳の周溝に沿って東に曲がり、

このまま周溝上を通るようで、東側の周溝

は前庭部平坦面より高い位置にあり極めて

浅いのに対して、西側は前庭部の平坦部か

ら連続して深く緩やかに下っている。しか

し墓道が周溝から分岐する箇所は確認でき

ておらず、前庭部からの排水を考慮しての

構造の可能性も考えておくべきであろう。

また、前庭部西側の墳丘上には30～50cm

程の石材が集められている。羨道部から運

34

第40図　前庭部調査区検出状況①（北から）
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び出された閉塞石と思われる。

また、墓道上に炭化物の堆積が著しく、

しかも遺物の堆積が確認されたため、この

周溝上に調査区を拡張したところ、炭化物

の堆積物と共に多量の須恵器が出土した。

出土した土器は大要や高杯、杯、越など

で、全て粉砕状態で散乱していた。前庭部

の須恵器群や玉類を含めて、石室内部から

運び出された副葬品が大半ではないかと考

えられるが、追葬の際に掻き出されたもの

か、後世に荒らされたものかを明らかにす
第44回　前庭部拡張調査区検出状況

ることはできていない。

ただ埋没状態から考えればかなり古い時期のことであり、前庭部の遺物は大半が7世紀前半

の所産であるが、一部8～9世紀前後の土器片も含まれていることから、その時期の行為の可

能性が高いようである。

また、平成6年度の発掘調査の際に第5トレンチで確認された炭化物や須恵器片はこのすぐ

近くであり、これらの遺物と同様のグループであると考えられる。（26頁参照）

第45図　前庭部拡張調査区検出状況実測図
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前庭部の調査を終えると直ちに開口部か

ら羨道部にかけての発掘調査を開始した。

羨道部は昭和41年の発見当時の調査では

全体が発掘されていないため、未調査部分

の確認作業を行った。

これまで石室内への進入に利用していた

鉄製梯子と基礎を除去し彫削を開始したと

ころ、開口部付近では両壁面から崩落した

とみられる比較的大きな石材が折り重なる

ように堆積していた。この石材群からやや

距離を置いて別な石材群が確認できたが、

位置は開口部から2～3m入った場所であ

38

第46図　開口部の石材崩落状況

第47図　羨道部床面検出状況実測図
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第48回　羨道部完掘後の横穴式石室実測図
（上）

第49回　羨道部床面検出状況（南から）
（左）
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り、この辺りの壁面は壊れていない、また

石材は小振りで大きさの揃った物が整然と

並んでいたことから、閉塞石の残りではな

いかとみられる。

また、両石材群の間と閉塞石周辺には多

数の須恵器の他、ガラス玉や耳環が遺存し

ていた。前庭部の土器は全て粉砕状態であっ

たが、羨道内部に残されていた土器は大半

が原形を留めており、7世紀前半代の土器

に混ざり9世紀代の土器も確認できた。

これらの遺物の出土状況等から、7世紀

前半代に古墳への埋葬は終了したものの、

8～9世紀代に、何者かが再び閉塞石を外

し石室に侵入している。侵入者の目的は不

明であるが、副葬品を前庭部に運び出し一

部を燃やした。そして暫くして開口部から

崩壊し天井石が落ち埋没し、今に至ったも

のとみられる。県下では多数の後期古墳で

同様の事例が確認されており、古代末から

中世頃に共通した何らかの行為があったこ

とが考えられる。

さて羨道の構造であるが、基底部には玄

門立柱からそれぞれ3点の巨大な石材が地

山を掘り込み対称に設置されている。更に

その上に積まれた石材も大きなもので、非

常に安定している。また天井石も3点あり、

それぞれ基底部の巨大な石材の真上に来る

ように架設されていたようで、開口部の端

は最初は垂直に近い構造であったらしい。

その外側には垂直な壁を押さえるように

小型の石材が斜めに積み上げられていたよ

うであるが、その基底部は石材がやはり小

第50回　完掘後の開口部（全景）

第51図　完掘後の開口部（西壁）

第52回　完掘後の開口部（東壁）

型で、しかも不安定な盛土上に置かれた状

態であったため、基底部の石材は全て内側に傾き膨らみ出ていた。つまりこの部分の石積みは

開口部を整形するだけの目的で置かれたものであり、強度は考えていなかったようである。従っ

て、地震などによる石室の主軸方向の揺れによって容易に天井石が崩落したと考えられる。

さて、問題は復元方法である。構築当時の状態に復元すれば、やはり同様の理由で崩れる可

能性が高く、この復元工法については整備工事実施時の課題となった。
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③出立遺物

遺物の出土位置は主をものに肇齢等は誠蔚‰諏窮の実測図中に記したが＼後餞の鬼為的な移

動に豊　海副葬された原位置を留めて折る　のは少な齢豊　である。ただ淘　開m部④前庭部㊧

層藩（墓遺）からそれぞれ一点ず㌘遠出ました来襲摘別命鵬　⑳鵬鋸　は淘　粉砕されて射たにも

関わらず破片が集中して遺存して躯たため淘　ほぼ原位置を示して折るよ射こ監われる。

副葬品とみられる須恵器摘測～鵬射淘土師器摘鍼⑳鵬鋸　は　低能前半機の　のである。の

舗のみ　倣舵機の所産とみられ淘副葬品ではな齢豊　である。鵬の琢　土師器）と鵬の皿

須恵器日豊9－陛龍飛の所産であ　淘羨道の閉塞石周辺から副葬品と薬に出土してお　淘　石室

内部の遺物が鬼為的に室外に運び出された時期を示した資料ではな縮かとみられる。

凝初に装飾品を掲載した輌‰鵬馴　ガラ議まで掬酎～鵬馴　高温で焼かれぞお　豪商は荒れ

てやや変形して折る。このうち鵬㌦鵬馴　大き　変形し淘鵬馴豊　燕の王が癒着して折る。

鵬別離を素樹に貼　付けて射た装飾ガラ属である。樹質は健のガラ議王と閣樵である。馬
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巣や武具は出土』等おらず淘　齢かなる工芸品を飾肇等射た　のかは不明ではあるが淘特筆でき

る遺物等ある。藍は㌦鵬別　邸環で淘鵬郡　銅線を曲げて銀箔を貼つた　の淘　鵬　の鵬馴　中空で

鋼に銀箔を貼つた　のである。鵬別　線が醸服せず圭㌦齢光沢が残る。装飾品の写寮は媚厨に

掲載した。
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第58図　出土装飾品写真
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第59図　出土土器①（須恵器）
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第60図　出土土器②（須恵器）
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044

第61図　出土土器③（須恵器）
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第62図　出土土器④（須恵器）
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第63図　出土土器⑤（須恵器・土師器）



④墳丘の発掘調査

羨道部東側壁面の玄門に接する最下段の

石材は石室内部に大きく傾き、その上部壁

面も変形し内部に大きく膨らみ出していた。

壁面は変形した状態で落ち着いてはいた

が、発見直後にL字形の鉄骨とコンクリー

トで補強されていた。

この部位の解体修理実施は調査整備委員

会で決定しており、工事の際には墳丘の一　㌢

部が破壊されることになる。そこで、開口

部の調査や実測作業と並行して、破壊が予

想される範囲に墳丘調査区を設定して発掘

調査を計画した。（34頁第39図参照）

しかしながら、一部分の調査では墳丘の

構造や構築状況を知る資料を得るには乏し

く、掘削予定範囲の幅で調査部分を墳裾部

まで延長し、墳丘片側断面全体を確認する

こととした。

掘削を開始したところ2ヶ所で石列が確

認された。最初の石列は石室を構成する石

材群から1m程離れた場所、現存する墳丘

面から約1mの位置で、石室の主軸方位と

平行して検出された。石材は50cm前後の大

きさで比較的大きいが、並ぶ感覚は一定し

ていない。調査区北側壁面で墳丘の版築土

層と比較すると、盛土の際の土留めが目的

であったと考えられる。

次の石列は石室を構成する石材群から

3．5m程離れた場所、現存する墳丘面直下

で、やはり石室の主軸方位と平行して検出

された。こちらの石列も盛土の際の土留め

が目的であったようである。

石列の状態を記録した後、石材を除去し

第64図　羨道の変形部分（右壁）

第65図　羨道東壁の変形箇所と補強の状態

第66図　墳丘調査区での発掘作業風景

更に掘削を続けたところ、強固に版築され

た土層の下から地山とみられる黄茶灰色砂質粘土層（第刃層）が表れた。現存する墳頂部から約

2．5mの位置である。これより20～30cm程下でほぼ水平に堆積した黒茶褐色砂礫層が確認され

たが、これは風化岩盤表面の変色部分であり、この上の土砂は自然堆積とみられることから、

やはり第刃層をこの古墳が構築された時期の地山とした。
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L＝620m

第67図　墳丘の構築過程

この古墳の墳丘は、①地山を整形し周溝部を明確にし、石室構築部分を決定しやや掘り下げ

た場所に②石室基底部の石材を並べ、③この高さまで盛土を行っている。④続けて中段から上

段の石材を積みながら、⑤壁面上部まで盛土を行い、⑥天井石を架設している。次に⑦天井石

を覆うだけの盛土を行っているが、急傾斜

となる盛土の縁辺部に石列を回り土留を行

い処理している。更に（砂これを覆うように

盛土を行っているが、この場合も急傾斜と

なる盛土の縁辺部に石列を廻し土留を行い

処理している。

この状態では二段構造のような形状を呈

しているが、墳丘中段を廻る平坦部は墳丘

上部の整形作業の際の足場とみられ、（勤ま

での作業後、⑨盛土によって覆われ、最後

の整形で墳丘が完成しているようである。

この構築状況は羨道部の様子であり、玄

室部分は夫井部が羨道の天井石一枚分高く

なっているこ．とから⑦の工程が更に複雑に

なっていると予想されるが、墳丘の掘削は

必要範囲に留め、これ以上の調査は行って

いない。

⑤線刻画のある石材の出土

また、⑤の縁辺部も急傾斜であるが、こ

の場所は盛土の後に削られて生じたもので

あることが土層断面の観察で判る。調査区

の南側壁面の実測は行っていないが、⑤の

縁辺部下層部分に小型の石材が露出してい
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第69図　墳丘内部の石列（B～B′）



第70図　墳丘土層及び土留石材検出状況実測図
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第71図　墳丘調査区北側壁面土層（墳丘部）

第72図　墳丘調査区北側壁面土層（周溝部）



たが、この表面には人為的に施された線刻

画が確認できた。モチーフは連続して平行

に描かれた線や梯子状の図形であった。→

この石材を取り上げた後に、調査区北側

壁面の土層の実測作業に取り掛かったが、

この作業中に、別な石材にも線刻画がある

ことが判明した。それは、最初に確認され

た石列のうち、調査区北側壁面に残されて

いた石材の下の面であり、やはり梯子状の

図形が確認できた。（第74図）

調査区北側壁面土層の実測作業完了後、

この石材を取り出したが、そこには宮が尾

古墳奥壁の人物群と共に措かれている小さ

な家のような構造物の両側に梯子状の図形

が措かれていた。その他に多数の矢を収納

した鞍、別に矢のような表現も見える。線

刻画が措かれた石材が墳丘内部から発見さ

第73図　墳丘調査区南側壁面の線刻石材

J　　‾　　　　　　T

も　か

q　　や，

．、

凋落∵・叫十

㍉し阜炉心

会、慧
1か

こ　t、l．

－．

れた例は無く、その目的について地鎮の祭　誓、4率

祀など様々な憶測をしたが、この石材と最

初に南側壁面で発見された石材が接合され

たことで、構築以前に既に石室に使用する

石材の線刻は完了しており、これが構築中

に破損したため壁面への使用を断念し、墳

丘内部に土留のための石材として埋めたも

のであると結論付けた。（注1）

この2点の石材の接合状況や破損の状態

を見ると、当初はかなり大きな石材であっ

たことが判る。他の部分についても墳丘内

部に埋められていると考えられるが、保存

状態の良い墳丘全体を破壊することになる

ため、調査区以外で線刻石材を探す作業は

断念した。

羨道のこの場所の変形が起こっていなけ

れば調査はされず、今回の墳丘調査区の位

置が多少でもずれていたらこの発見はなく、

また一方の石材だけの発見ではこの結論に

辿り着けなかったことであろう。幾つもの

偶然が重なった誠に幸運な発見である。
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第74図　墳丘調査区北側壁面の線刻石材

第75図　墳丘調査区の完掘状況

右（南）側壁面中央の石材と左（北）側壁面奥上方の石材

に線刻画が確認できた。除去した他の石材も全て調べ

たが、線刻画を有するもの、これらの石材と接合でき

るものは確認されていない。



墳丘は永久に保存されるので、その内部に残された石材は失われることはない。近い未来、

地底探査等の技術が更に発達し、墳丘中の石材の位置が容易に特定できるようになり、局部的

な掘削で残る線刻石材が取り出されることを期待したい。

この後、新たに発見された宮が尾2号境の調査に着手したが、平成7年度に調査区を拡張し

検出した羨道壁面でも線刻画が措かれた石材が確認された。そして驚くべきことに、その石材

は宮が尾古墳墳丘内部から出土した石材と接合された。

詳細は続けて紹介する。石材接合状況の写真はカラーグラビア（砂に、実測図は82頁に掲載し

た。

（注1）石材の破損面は風化が著しく、線刻画が措かれた時には既に見えない亀裂が内部に生じ

てしていたようであり、小さな衝撃で容易に破損したとみられる。ここでは古墳構築前

に線刻画が措かれていることが判明した。また、市内の夫婦岩1号境でも天草石一面に

措かれた線刻画の一部が壁面石材と接した部分にまで及んでいることから、天井石を架

設する前に線刻画を措いていたことが明らかである。しかしながら、全ての線刻画が構

築前に措かれていた訳ではない。実際には構築中（石材を設置してから）、または構築

後に措かれたものが大半であろう。これを機に構築前の装飾例について関係機関にアン

ケート調査を実施したところ、45件中33件の回答があり、鳥取県八頭郡郡家町の米岡2

号境でも「右側壁の隙融こ綾杉文の線が一部続いている」ことがわかったが、全国的に

みてもこのような例は極めて少ない。アンケートでは古墳数全体数や装飾古墳の数、線

刻と彩色の違い等についても尋ねたが、未回答もあり完全に整理できていない。また県

下では装飾古墳の確認が続いており、市内に多く残る他の装飾古墳についても再度詳細

を調査し、改めて発表の機会を持ちたいと思う。

第76図　宮が尾古墳墳丘調査区北側壁面から取り出された石材の線刻画
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（2）宮が尾2号墳

（》未調査部分の発掘調査

平成6年度は偶然発見した玄室の中央部

と墳丘の一部を調査しただけである。残る

羨道部と開口部及び墳丘の未調査部分は平

成7年度に継続して発掘調査を実施し、墳

丘と石室全体を検出したが、その殆どは破

壊されていた。

この2号境は史跡指定地内に位置してお

り、宮が尾古墳と併せて保存整備されるこ

とになるため、墳丘の規模などを正しく把

撞する必要があった。そこで、平成6年度

の調査の際に設定した3箇所のトレンチに加えて、墳裾部と思われる箇所に小トレンチを新た

に2箇所設定した。

結果を見ると、西側墳丘は玄室西側壁面と共に完全に失われていたものの、南側から東側に

かけての基底部の遺存状態が比較的良好であり、幅1m程の浅い周溝状の窪みが検出され、直

第78図　2号墳墳丘検出状況及びトレンチ配置図
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XXI淡茶灰色砂礫質粘土層　　ⅩⅩⅢ淡茶色砂礫質粘土層
ⅩⅩI明灰色砂質粘土層　　　　ⅩⅩⅣ明灰色砂質粘土層

1　　　　　　　　2m

l Bl黒色砂礫質粘土層
I Gl灰色砂礫質粘土層
I Rl茶褐色砂礫質粘土層

第80図　2号墳開口部調査区土層実測図

径13～14m程の円墳であることが判明した。この周港の外辺は宮が尾古墳の周港外辺と接する

ように造られており、両者が集団間でも血縁の濃い家族の墓であることが予想された。

墳丘の構造については断片的な資料ではあるが、第8トレンチ南壁と開口部調査区北壁で、

宮が尾古墳と同様に石室の構築と並行して何段階かに区分して行われた盛土の構築状況が観察

できた。しかしながら墳丘の高さなど立体的規模については不明である。

また、開口部にも調査区を設定したが、

宮が尾古墳のような墓道状の遺構は確認で

きなかった。ただ、後世に人が手を加えた

とみられる盛土が開口部西側に堤防状に延

びており、この土砂中からは炭化物と共に

12世紀前後の土器が多数出土した。同様に

炭化物と土器を含む土砂の堆積は玄室内部

にもあり、この時期に何者かが出入りして

いたことは確認できたが、2号境が破壊さ

れた原因や時期との関連は不明である。

次に横穴式石室であるが墳丘と同様に遺

60



存状況は極めて悪い。石室の主軸方位は宮

が尾古墳がほぼ北を向き南に開口している

のに対して、N－37。一E方位を向き南西

に開口している。

ほぼ同じ時期に隣接して構築された古墳

の規模や構造、主軸方位（開口方位）が異な

る点が疑問視されるが、規模や構造の違い

は同じ血族としても家族間の力の違い、ま

た主軸方位（開口方位）が違う点については、

両古墳共に北側が谷となり急傾斜であり、

本来墓道があったと考えられる尾根筋が、

宮が尾古墳では南側、2号境では南西側に

あったと推定されることから、地形（墓道）

に左右されたものではないかと考えられる。

玄室東壁と羨道東壁、そして羨道西壁は

最下段の石材を残して上部は全て失われて

いた。玄室西側は完全に失われていたが、

玄室の西壁部や奥壁部では基底石の抜き取

り跡とみられる窪みが検出され、平面規模

は復元が可能である。石室は左片袖式で、

玄室長は3．5m、玄室幅は奥壁部で1．2m、

中央部で1．5m、玄門付近で1．3mと胴の膨

らんだ形状を呈している。

羨道長は4．0m、玄門部で1．0m、開口部

付近で1．4mを計る。

玄室内は地山上に20～40cm程の薄い板状

の安山岩が敷かれ、更にこの上に3～10皿

程の円礫（砂岩）が敷き詰められていた。こ

の礫床上には副葬品と見られる7世紀前半

代の遺物を多量に含む厚さ10cm前後の土砂

があり、玄室内ではこの上に炭化物と12世

紀前後の土器を含む土砂が堆積がしていた。

出土した後世の土器は生活雑器が多く、

第83図　2号墳羨道部遺物出土状況

何者かがこの石室で暮らしていた可能性も

考えられるが、侵入者は玄門部付近では礫床を剥り取り、この箇所に多数の副葬品を集積して

いる。玄門部にあったと見られる仕切石も外側に動かされており、副葬品で最初に置かれた位

置を留めているものは殆ど無いようである。

羨道部からも多数の副葬品が出土したが、ここでは遺物の上に40～60cm程の比較的大きな石
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材が転落した状態で堆積していた。

石材下の遣物は全て副葬品とみられ

る7世紀前半代の物であり、玄室や開

口部のように後世の遺物は含まれてお

らず、12世紀頃までに羨道は一部破壊

していたのではないかと考えられる。

②出土遺物

主な遺物の出土位置については60頁

と62～63頁の遺構実測図中に記したが、

玄室内の遺物については後世、侵入者

により動かされたものが大半で、本来

副葬された位置は留めてはいない。

出土した副葬品は装飾品、鉄器（馬

具・武具）、須恵器、土師器であり、

いずれも7世紀前半代のものである。

以下この種類別に掲載し解説する。

（64頁以降参照）

また、後世の侵入者が残した土器類

は最後に掲載した。
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0　059

第88図　2号墳出土装飾品実測図

装飾品　059は玄門付近に二次的に

集められた遺物群中、轡金具と鉄鉱の

下から出土した4、さな筒型の金属製品

で、厚さは0．1～0．2mm程度と極めて薄

く精巧な造りであり、表面には樹皮状

の付着物がみられる。一方の縁はやや

肉厚となっており、銀製とみられるこ

とから装飾品として分類したが用途は

不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

063

。「

第89図　2号墳出土装飾品

060と061は玄門付近で出土した銀環である。060は銅板に厚い銀箔を巻いたもので、061は銀

無垢である。いずれも保存状態は良好で銀の光沢が保たれている。

062は玄室中央の礫床直上から出土した銀製の球形空玉である。出土は一部である。保存状

態は良好である。063はガラス玉であるが、古墳時代にはあまり見られることの無い白色を呈

している。また、このガラス玉は玄門付近に二次的に集められた遺物群中からの出土であり、

後世の遺物の混入である可能性も考えられる。

鉄製品（馬具）064は玄室礫床中から出土した餃具である。066は玄門付近に二次的に集めら

れた遺物群中から出土した轡金具で、片方の引手が失われているが、保存状態は良好である。

067～069も餃具や馬具の一部とみられる。

鉄製品（武具）武具と認められるものは072～078の長頚鉄であり、077と078は2本が並べた

状態で癒着して、轡金具と共に出土した。その他の鉄鉱はその周囲に散乱していた。

077・071の刀装具もその周囲から出土しているが、刀本体は認められない。

鉄製品（その他）065は玄門付近に二次的に集められた遺物群中から出土した銀子状鉄器で

ある。完形であり県下では初の出土である。

土器　079～125までが副葬品とみられる須恵器、026～031が土師器である。いずれも7世紀

前半代、宮が尾古墳とほぼ同じ時期の遺物である。126の甑と131の蛸壷は珍しい出土例である。

その他の土器132以降が玄室や開口部から出土した後世の土器である。132～134は瓦器、1

35・136は黒色土器、137は瓦質土器、138・139は土師器、140は東播系捏鉢、141は須恵器（嚢）、

142と143は瓦質土器（大喪）の体部で同一固体と思われる。いずれも12世紀代の所産である。

64



1

窃
】

［

1

】

烏
h

（．1　070
ン

、

鋸閏

第開園　　饗場出藍銀製品実測開

綱島

65



66

翁

璽
嘱

琳

義
碗

禦

窓
胡
胡
ヨ
野
妙
翻

区
琶聯

銅

鉱



嘘

電器診
ナー′′　‾

甑

紆：：

甥汐

㊥

懸
禦窺

搬

義
廉

禦

窓
胡
胡
召

野
酔
翻

区
馳遜
飢

耗

67



68

酔
漫
！トー

ぐ

苗

帯
域

㊥

墜
酵囁

解

義
廉

禦

碗
胡
胡
刃

野
妙
翻

匠
闘
飢

塔



／

l

＼ァー

ミ

ノ〆

i

＼

′〆

予一
㌧

㊥

懸
嘱

蠣

義
藍
胡

痙

畿
廉

堅

め
羽
対
義
野
酔
翻

区
轡
飢

鰭

69



70

竜

1r n・一一い＿・′1、

さ

ノ　　　　　　　　　　　、

工予㍉苓璽
、　　　　．・・・l　　　・　　　　　　t

減群やヽ
ヽ　l

、

＼∴　　‘

哀／

攣諒姑
、．1．，

．

巧言

．′

琶

1

も

ー　も

＼更
・　　　　　、

、　　Al・．　．

i　号

樟装弾

ノ　　　ー

号ふ

、日
、．．　　　、・

r

・、・、∴　　一・、

義　　　　も

高車言言守成

＼七

、1＿tl、

甘言予言
ヽ　ヽ

、

率睾㌃言ヽ　ヽ

、．

竃；竃無
t

す　　　　一，‾滅、　　　　　ノ

ー　　　　　　　　　　　　　　　　4－

▼．・　′　．

、

、・　　　、、1・

W、　‾す・ゆ・．Aでu〆メ′か

麗泰葦芽
′、こ．’、・一、．’∴．！・＿．、、・、＿、‾　∴‘′

葦熊鞋薫羨蔑
、ヽ　　ヽ　く一柳　鞠功

、　－、l▼－

一・　ヽ、・1－1r・・′

撫恵濁蕊深長

撃 11．　r　一　一　一一　一

・一－．、▼、．ふ．　－‘　‾．1、1

’一一r、、ゝP．11’．1、、－1二

㊥

懸
環

礁
〆妙鞠鞠

潜
噸
く
磯
鞄晦郷〆

窓
剥
胡
召

啓
妙
翻

区
潤
疏

耗



（保存処理後）

（保存処理後）

闇＿或‾＿　こ

・　　　　　1

（保存処理後）

第96図　2号墳出土鉄製品
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083

081

第97図　2号墳出土土器①（須恵器）
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089

第98図　2号墳出土土器②（須恵器）
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101

097

第99図　2号墳出土土器③（須恵器）
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第100図　2号墳出土土器④（須恵器）
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第101図　2号墳出土土器⑤（須恵器）
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第102図　2号墳出土土器（①（須恵器）
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128

第103図　2号墳出土土器⑦（土師器）
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第104図　2号墳出土土器⑧（混入遺物）

79



③新たな線刻石材の発見と宮が尾古墳墳丘出土線刻石材との接合

宮が尾2号境は隣接する宮が尾古墳とほ

ぼ同時期に構築されたと考えられた。従っ

て、線刻画が措かれている可能性が高いと

判断されたため、平成6年の発見時の調査

及び平成7年度の石室全体検出作業では細

心の注意を払って発掘作業を進めたところ、

壁面を構成する大型石材に線刻画は確認さ

れなかったが、羨道部の発掘調査中に、羨

道北西壁中央部の巨石間に充填された小型

石材に線刻画が確認された。一見して船に

も見えるがモチーフがはっきりしない。し

かし、人為的に措かれたものであることは

明らかであった。（第106図）

調査整備委員会で2号境の整備計画が協

議され、遺構は遺存状態が悪いため、石室

及び墳丘の下部のみを復元し、石室は露天

で公開されることになった。

そこで線刻石材は取り上げて別に保存し、

元の位置にはレプリカを戻すこととし、作

業は宮が尾古墳開口部解体復元工事中に実

施した。

レプリカは特に業者委託等は行わず筆者

が作成した。同様の石材は現地付近で容易

に入手できるが、不定型の自然石であるた

め同様の形状を得るためには加工が必要で

ある。石材は堅敵で加工し難いが、復元す

る石材が小型であったことから復元模型の

作成を試みたものである。

線刻石材の取り外し作業は容易に行うこ

とができた。またその状況等から、この小

型石材は両側の大型石材を設置した際に生

じた三角錐型の隙間を充填する目的で填め

込まれたものであることが判明した。

第105図　2号墳羨道北西側壁面

第106図　2号墳羨道の線刻石材

第107図　線刻石材取り外し状況

まず線刻画に措かれた面が似た石材を採

取し、その周囲を加工した後に線刻画を模刻し元の場所に復元した。レプリカ作成の過程で、

石材の破断面の形状や色調、そして線刻画の内容を丹念に観察したが、これが宮が尾古墳墳丘

内部から出土した線刻石材の特徴に酷似していることに気付き、早速接合を試みたところ、線
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刻画を含めて見事に合致した。

これはこの二つの古墳が同時進行で同じ

集団に構築されたことを示す重要な物証で

ある。

宮が尾古墳墳丘内から出土した小型の線

刻石材は、石室中段を積んだ際の墳丘盛土

の土留めに転用されていることから、元の

石材が破損したのは集石後で、最下段の石

材を設置し終わる頃から次の段を積もうと

していた頃までの工程中のことと考えられ

る。また、宮が尾古墳の大型線刻石材は他

の石材群と共に天井架設後の盛土の土留め

に転用されていることから、多くの石材が

天井石が架設されるまでの間は確保されて

いたのではないかと考えられる。

第3の線刻石材が2号境に移動したのは、

宮が尾古墳で線刻石材が破損してから天井

石の架設が終了するまでの間であり、この

時2号境では少なくとも羨道基底部石材の

設置が完了しており、巨大な石材と石材の

間に生じた隙間に適当な石材を詰めて、壁

面が概ね平坦になるように調節する作業が

行われていた頃と考えられる。
第109図　線刻石材羨道壁面への復元

さて、平成元年度の王墓山古墳横穴式石

室解体復元工事と今回の宮が尾古墳・宮が尾2号墳解体復元工事では、失われている箇所を復

元する際に現場の集石場の中を歩き廻り、次に積む石材や石材間の隙間を埋める形状に合った

石材を探す作業を体験したが、同様の行動は石室構築の際には頻繁に見られた光景であろう。

ただ、ここでは宮が尾2号墳羨道基底部の石材間に隙間なく納まる石材片は、隣で同時に構

築されていた宮が尾古墳の構築現場にあったことが、両古墳の同時構築を証明する結果につな

がったのである。

古墳時代後期末に造墓階級の拡大に伴う被葬者の増加によって登場した群集境は、それまで

より更に計画的に造営されたと考えられている。従って群集墳中には同時構築された古墳が多

数あって不思議ではないが、一墳二石室以外で同時構築が確認されたのは本件が全国でも初め

ての例となった。また、新たに発見された石材との接合状況や全体の破損状況を見ると、元の

石材は最初に考えていたより更に大きなものであったようである。従って線刻画面も失われた

部分は大きいと考えられ、この下部の様子が不明であることは誠に残念であるが、56頁で述べ

たように残る線刻石材の探索は現状では行わない。以下、接合された石材の線刻画について説

明する。（写真はカラーグラビア⑥参照）
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第開　閉　級別萄樹接普状況実測閑涙拓影
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